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高165分(平均90分)の大動脈遮断に成功， 死亡 1例の
成績を得た。 
43.胆道鏡による胆石症の治療
大原啓介，窪田博吉，漆原徹
菊地紀夫，山崎章郎(千大)
旭道鏡直視下結石除去法を中心に胆道鏡による胆石症
の治療について述べた。胆道鏡は胆管内結石とくに肝内
結石の治療上極めて有用である。胆道鏡を用いて術後に
も結石除去が可能なので，術中に結石の完全除去が不可
能な肝内結石例などに対しては，術後の結石除去が可能
な術式を工夫し，術中・術後を通じた治療方針をたてる
必要がある。 
44.術前術後の栄養管理の現況
真島吉也，青木靖雄，小川正憲
一木昇，早乙女勇，鷺谷豊久
宮崎彰，大野一英，千見寺徹
(千大) 
1967年の Dudrickらによる TPNの開発，脂肪乳斉IJ
の出現，ヱレメンタノレダイエット (ED)の発達，新しい
消化態栄養剤の発売などにより，現在はどのような病態
下の外科患者にも消費にみあっただけの栄養投与が可能
となった。以上に関する当科における臨床研究の現況に
ついて報告しp それぞれの適応，特徴，差違などについ
てのベ，あわせて術後の栄養投与の意義につき考案を加
えた。 
45.癌関連抗原とその臨床応用
藤本茂，赤尾建夫，伊藤文二
橘川征夫，高橋誠，石神博昭
南智仁，宮崎勝，雨宮邦彦
大山欣昭，呉正信， R.D.セ
レスター(千大)
人癌における癌特異抗原の検索により現在迄幾つかの
抗原が見出され，それらは一般に胎生期にも存在するこ
とが判っているため， oncofetal antigenと呼ばれて
いる。これらの内 carcinoembryonicantigen，human 
chorionic gonadotropin，消化器癌組織より抽出した 
solubilized tumor-associatecl antigenを採り上げ，そ
の臨床応用---'持に診断，治療の指針ーーとしての有用
性を報告した。 
46.穿刺細胞診について
堀中悦夫，花輪孝雄庵原昭一
上村公平(千大)
当科では過去 8年間に乳腺， 甲状腺， 表在性リンパ
節，その他の表在性腫癌，腹腔内腫癌などに対し1266例
の穿刺細胞診を行なった。これら1266例のうち組織診の
判明した348例につき成積を検討した。組織診良性158例
では細胞診正診 138例(87%)，疑診 7例(4 %)， false 
positive 13例 (7%)，組織診悪J性190例では細胞診正
診169例 (89%)，疑診 6例(3 %)， false negative 15 
例 (8%)，であった。この他穿刺細胞診が特に有効で
あった例につき検討を加え報告した。 
47.胃集検発見微小胃癌
奥井勝ニ(千大)
能勢匡夫(安房医師会病院)
教室ならびに安房医師会病院において経験した胃集検
発見微小胃癌17例について報告した。微小胃癌とは，新
鮮切除標本で，最大径 1cm以下の胃癌であり， かかる
病変も胃集検で診断可能になった。 これらの特徴は，
多発癌，肉眼型は， llaならびに llc，高分型腺癌が多
く，診断の経過は，内視鏡，生検診断に負うところが多
い。これらの病変の検索は，胃癌の組織発生を把握する
のに有益である。 
48.甲状腺腫療における核内封入体の電顕的観察
武田清一，小川清，永野耕士
山野元，山崎武(千大)
正常甲状腺i慮胞上皮では核内封入体は認められない
が，甲状腺腫蕩では種々の核内封入体が認められる。良
性腺腫12例では核内細胞質封入体は認められないが核内
小体が比較的多ぐ観察された。乳頭腺癌12例では，種々
の封入体が観察されたが，特に核内小体と核内細胞質封
入体の typeIが多く観察され，櫨胞腺癌 6例，髄様癌 
4例では核内封入体が僅かに認められる。これらの所見
は良性，悪性の鑑別に役立つものと考えられる。
